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会 長 伊 澤 達 夫

次 期 会 長 富 永 英 義

副 会 長 青 山 友 紀

赤 岩 芳 彦

安 田 浩

雨 宮 真 人

総 務 理 事 中 嶋 正 之

萩 本 和 男

会 計 理 事 並 木 淳 治

江 村 克 己

編 集 理 事 篠 原 弘 道

森 川 博 之

企 画 理 事 土 井 美和子

得 井 慶 昌

調 査 理 事 桑 原 秀 夫

喜 多 泰 代

編 集 長 篠 田 庄 司

企 画 室 長 古 井 貞 煕

規格調査会委員長 羽 鳥 光 俊

監 事 今 井 和 雄

後 藤 敏

基 礎 ・ 境 界

ソサイエティ会長 坂 庭 好 一

次期ソサイエティ会長 大 石 進 一

通 信

ソサイエティ会長 井 上 友 二

次期ソサイエティ会長 吉 田 進

エレクトロニクス

ソサイエティ会長 保 立 和 夫

次期ソサイエティ会長 安 藤 真

情報・システム

ソサイエティ会長 木戸出 正 継

次期ソサイエティ会長 末 永 康 仁

北海道支部長 三 島 瑛 人

東 北 支 部 長 西 関 隆 夫

東 京 支 部 長 飯 塚 久 夫

信 越 支 部 長 吉 川 敏 則

東 海 支 部 長 谷 本 正 幸

北 陸 支 部 長 西 川 清

関 西 支 部 長 古 池 進

中 国 支 部 長 山 下 英 生

四 国 支 部 長 山 田 芳 郎

九 州 支 部 長 高江洲 文 雄

会 長

次 期 会 長

副 会 長

総 務 理 事

会 計 理 事

編 集 理 事

企 画 理 事

調 査 理 事

編 集 長

企 画 室 長

規格調査会委員長

監 事

基 礎 ・ 境 界

ソサイエティ会長

次期ソサイエティ会長

通 信

ソサイエティ会長

次期ソサイエティ会長

エレクトロニクス

ソサイエティ会長

次期ソサイエティ会長

情報・システム

ソサイエティ会長

次期ソサイエティ会長

北海道支部長

東 北 支 部 長

東 京 支 部 長

信 越 支 部 長

東 海 支 部 長

北 陸 支 部 長

関 西 支 部 長

中 国 支 部 長

四 国 支 部 長

九 州 支 部 長

口絵

名誉員推薦 功績賞贈呈 業績賞贈呈

猪瀬賞贈呈 論文賞贈呈 学術奨励賞贈呈

講演 会長就任あいさつ

会長就任にあたって──産業構造の大変革と技術者─── 伊澤達夫

小特集 エレクトロニクス，情報通信，情報・システム系学生へのメッセージ

小特集編集にあたって 編集チームリーダー 荒川 薫

会長からのメッセージ
産業の盛衰と技術 伊澤達夫
電子・情報・通信産業の盛衰を経て，今後学生に期待すること

企業・研究機関からのメッセージ
出会いを大切に 平田康夫
あなたにとって最も大切な財産は何ですか？

新しい形の総合電機という企業の生き方と若い人に期待すること 川上潤三
好奇心を原動力として，広範な技術のシナジーの中から新しい技術を産み出そう

もっと外へ出て現場を見よう 尾形仁士
インターン制度の活用により産業界をもっと身近に！

新しい時代のイノベーションの担い手に 有信睦弘
次の時代を作る学生の皆さんに大いなる期待を込めて

技術者の仕事の醍醐味，私の場合
──VoIPの標準化と商品化，普及促進活動を通して── 千村保文
新技術の普及における技術者の役割とは

新しいことへの挑戦 長尾
新しい分野の開拓こそ研究者としての最高の魅力

「未来の放送」実現を君たちの手で 榎並和雅
次世代放送に求められる技術が今明らかになる！

年後の夢をかなえる方法 山田敬嗣
年後の未来を自分の手で作ろう

企業内研究で学生の方に期待すること 上野山 雄
「夢」と「意志」

面白く，楽しく研究する 金出武雄
良い研究，開発をするための秘けつ

知の伝承と，「非接触型」手のひら静脈認証技術の追求 佐々木 繁
現実社会で困っていることを技術的に解決できるエンジニアを目指して

私の研究開発実践法 田原光穂
若手研究者の実体験に基づく企業の研究開発ノウハウ
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学会活動から
ソサイエティ会長，グループ運営委員長からのメッセージ
基礎・境界ソサイエティから： 坂庭好一

すべてをバランス良く，自信を持って勉強しよう

通信ソサイエティから：実社会の「非線形要素」とのかかわり方 井上友二

実社会で遭遇する理屈に合わない事象とどのように向き合うか

エレクトロニクスソサイエティから：オリジナリティへのこだわり
「想像」から「創造」を生み出そう

保立和夫

情報・システムソサイエティから：専門家集団（学会・
ソサイエティ）を知ろう，入ろう，そして活用しよう 木戸出正継

知と接触，知の獲得，知の発信を，ソサイエティで

ヒューマンコミュニケーショングループから：
あちら側とこちら側の科学技術 相澤清晴

科学技術を身近に感じさせるためのかぎ

APC からのメッセージ
工学系の学部教育と修士課程教育の教育プログラム認定の動向 篠田庄司

大学などにおける教育の質を保証する

技術士への道 関根慶太郎

技術士とは何か，技術士になるにはどうしたらよいか

CPD からのメッセージ
楽しくレベルアップするために 持田侑宏

新たにスタートする技術者の継続的な教育・能力開発への期待

男女共同参画委員会からのメッセージ
縁は異なもの味なもの 土井美和子

新しい世界に入って初めて分かるその良さと縁の深さ

支部からのメッセージ
電子 情報 通信工学を学んでいる学生へのメッセージ
──将来の可能性を開く── 濱 裕光

常に夢を持って上を目指そう！

学生会からのメッセージ
東京支部学生会からのメッセージ 佐波孝彦

学生会での交流を通して大きく飛躍しよう

東北支部学生会から
──会津大学における Student Branch 活動報告── 北道淳司

IAAA の紹介と今後の展望

学会事務局からのメッセージ 家田信明

学会の最近の活動状況と会員サービスについて

ニュース解説
量子ドットレーザを用いた温度無依存 Gbit s， mマルチモードファイバ伝送に成功

曲がる電子ペーパー

携帯電話上で高速動作する軽量ストリーム暗号の開発

学生会報告
平成 年度学生会事業報告

平成 年度事業報告・同収支決算 平成 年度事業計画・同収支予算

電子情報通信学会編集室 会誌に対する御意見をお寄せ下さい．

http www ieice org jpn books
kaishiiken html

電子情報通信学会

会誌編集委員会

編 集 長 篠田庄司

編 集 理 事 篠原弘道・森川博之

編集特別幹事 荒川 薫・大塚祥広
平川一彦・鷲見和彦

・
主 査 荒川 薫

副 主 査 比留間伸行・酒井哲也

委 員 大田恭士・大濱靖匡
岡本 健・近藤 淳
坂主圭史・多田充徳
中村一彦・藤芳明生
藤吉正明・堀 潤一
堀田裕弘・真野 健
タンスリヤボン スリヨン

・
主 査 大塚祥広

副 主 査 鶴岡哲明・落合秀樹

委 員 池川隆司・蝦名和仁
大塚昌孝・翁長 久
加沢 徹・工藤栄亮
笹田武志・辻岡哲夫
程 俊・中平佳裕
西永 望・長谷川輝之
松田仁志・山本全昭

・
主 査 平川一彦

副 主 査 中山正敏・安藤 淳

委 員 稲野 滋・井上忠宣
上村 明・大見俊一郎
小森一徳・三条広明
杉山正和・辻 寧英
寺井弘高・中本正幸
羽野光夫・原田知親
松野典朗・吉田順自

・
主 査 鷲見和彦

副 主 査 加藤弓子・奥田英範

委 員 石寺永記・上村幸司
岡村寛之・梶永泰正
神田準史郎・酒澤茂之
武部浩明・田中 清
中沢憲二・濱崎雅弘
藤井俊彰・藤井真人
三浦幸也・山田弘道
湯浅真由美

ニュース委員会
委 員 長 篠田庄司

幹 事 大塚祥広・平川一彦

委 員 居相直彦・五十嵐 譲
岩間健宏・川上 彰
河島 整・喜瀬智文
北山賢一・木下 進
黒木英生・小牧省三
鹿田 實・渋谷尚久
為近恵美・西村公佐
藤田 卓・水野弘之
山中秀昭

編 集 長
編 集 理 事
編集特別幹事

主 査
副 主 査
委 員

主 査
副 主 査
委 員

主 査
副 主 査
委 員

主 査
副 主 査
委 員

委 員 長
幹 事
委 員

会誌編集委員会

・

・

・

・

ニュース委員会


